第37回エフエムぬまづ番組審議会議事録
１．開催年月日　　　平成16年7月6日（火）午後６時
２． eq \o\ad(開催場所,　　　　　)　　　沼津市魚町１番地
　　　　　　　　　　サンフロントビル　３Ｆ
３．委員の出欠

 eq \o\ad(委員総員,　　　　　　)　８名
 eq \o\ad(出席委員数,　　　　　　)　7名
出席委員氏名　 eq \o\ad(清水義一,　　　　　)
　　　　　　　千野慎一郎

　　　　　　　荻生　昌平
　　　　　　　木村　　守
　　　　　　　井上　純代
　　　　　　　　　　村松　昌子
　　　　　　　　　　富山　治子
　　　欠席委員氏名　 eq \o\ad(横山　勝,　　　　　)
　　　　　　　　　　　　　　　　　　　　

放送事業者　　佐藤恭平　伊藤迪彦　 eq \o\ad(藤原維仁,　　　　　)　勝俣貴之
４．議　　題

　　　平成16年7月3日（土）　13：00～14：00放送

　　　「Ｊ－ＰＯＰベストテン」

　　毎週土曜日の午後に放送している音楽番組。パーソナリティーの軽妙なトーク

　　と流行の邦楽をカウントダウン形式で紹介する１時間番組。

　　上記の番組を聴取していただき、合評及び放送全体についてのご意見をうかがう。

５． eq \o\ad(審議内容,　　　　　)
（佐藤）　　　　本日はお忙しいなか、お集まりいただきましてありがとうございま

　　　　　　　　す。第37回番組審議会を開催致します。

　　　　　　　　それでは本日聞いていただく番組について藤原からご説明致します。

（藤原）　　　　本日皆様にご審議いただきます番組は、「Ｊ－ＰＯＰベストテン」という番組です。毎週土曜日の午後１時から２時までの放送しております。緒方万理という女性パーソナリティが担当しております。作りは若者向けに特化した番組となっております。

　　　　　　　　それではお聞き下さい。

（　番　組　聴　取　）

（清水委員）　　それでは木村委員からどうぞ。

　　　　　　　　

（木村委員）　　そうですね、ぱっと聞いた感じでは注目曲の方が印象に残っちゃって

　　　　　　　　ベストテン何位だったかなぁという感じです。ベストテンというのは

　　　　　　　　ＴＳＵＴＡＹＡさんのランキングだけなんでしょうか？それだけで

したらもっとネットやメールを活用し、ホームページ上で投票して

　　　　　　　　もらうとかもっとリスナーを巻き込んでみると良いのではないかと

感じました。ナビゲーターの女性の方は聞いてて気になるっていうの

　　　　　　　　は無かったんですけど、全体的に若者向けすぎて判らない曲が多かっ

たと感じました。以上です。

　　　　　　　　

（富山委員）　　Ｊ－ＰＯＰベストテンという事なんですけれども、アルバム紹介に

　　　　　　　　結構時間を割いていたのには驚きました。こういう番組の構成上、

　　　　　　　　順位が上がっていって最後の１位がなかなか出てこないというのが、

　　　　　　　　どの番組もそうなんですけども今日もこの番組を聞いてきた中で、

　　　　　　　　ただ単に順位発表があるんですけども、やはりこういうベストテンを

　　　　　　　　聞いている人っていうのは早く順位を知りたいと、私の方ではある

と思うんですけども、最後の最後にならないと順位が判らないという

　　　　　　　　こういう構成はちょっと古いのではないかと思いました。

　　　　　　　　それとこういう曲を流す番組で希望したいのは、曲名を前に言って

から曲を流してもらいたいです。最初に曲名が判るのと後で判るのと

　　　　　　　　では聞いている人の印象が変わって来ると思います。

　　　　　　　　あと新譜の紹介のところがコンパクトに情報がまとまっていて

良かったんですけれども、後ろで流れているＢＧＭが少し耳障りな

感じがしたので、緒方さんの声とかぶってしまった所があって聞き

づらい点がありました。

　　　　　　　　なかなか邦楽の音楽番組というものがＦＭ沼津さんには少ないと

　　　　　　　　思います。こういった音楽番組というのは定番なので、これを

ＦＭ沼津さんとしてどこでにもあるようなベストテン番組にする

のでは無くもっと地域色を出して、例えば地元で頑張っている

ミュージシャンを少しでも紹介出来る時間があっても良いのでは

ないかと感じました。

（村松委員）　　この番組はいつも聞いているんですね。というのは土曜日のこの時間

　　　　　　　　ちょうど横浜から沼津に毎週やって来る時間で、横浜ではもちろん

　　　　　　　　これが聞けませんからＴＢＳを聞いてるんですけども、沼津に近づい

　　　　　　　　てきてＴＢＳが入らなくなってＦＭ沼津に切り替えると大抵１時台でこれをやっているんです。ベストテンだったという事は今日初めて

　　　　　　　　知りました。なんとなくトークと歌がやってるなという感じであまり

　　　　　　　　印象に残っていない感じです。それはあのＴＢＳをずっと聞いてて、

ＴＢＳのアナウンサーのトーンから切り替えると、あっ沼津だなと

　　　　　　　　そんな感じがして、まぁ仕様がないとそれはそれでいいんですけども。

　　　　　　　　地方色があって。でもあのギャップのいうものが何かなと思うと、

　　　　　　　　ＴＢＳのアナウンサー達は自分の言葉で自分の感じた事を喋って

いると思うんですね。くだけた番組の時はくだけた喋り方で、ちょっとジョークを入れたり。緒方さんも声はとても聞きやすくて、声は

　　　　　　　　いいと思うんですけれども、何かやっぱりこうレコードの解説文を

　　　　　　　　読んでいるみたいな感じで、抜けちゃうんですよね。何となく聞い

てても。やっぱり聞いている人達が、へぇそうなのかしらと思う所

　　　　　　　　とか思わず笑ってしまう所とか、聞いていてちょっとは印象に残る

　　　　　　　　様な事を喋って欲しいです。なんか流れてしまっていると感じます。

　　　　　　　　例えば解説だけ読んでいる様な紹介ですと、内容はたぶん面白いん

　　　　　　　　でしょうけれども残らないというか・・・前の映画の紹介の時もそう

　　　　　　　　感じたんですけれども、自分で本当にこの曲をどう思ってそれを自分

　　　　　　　　で紹介したいっていう、そういう伝えたいという気持ちが伝わって

　　　　　　　　行く様な事まで考えて欲しいです。その方が聞いていて印象に残ると

　　　　　　　　思います。

　　　　　　　　喋り方は別に声もいいと思うんですけども、最初の方でちょっと気に

　　　　　　　　なったのは「～して、いるでしょうか？」と途中で切っちゃうんです

よね。「～しているでしょうか？」とさらっと言って欲しかったです。

　　　　　　　　そのへんがちょっと気になったところです。

　　　　　　　　

（井上委員）　　私も村松さんと同じ様な印象を持ったんですけれども。やはり

　　　　　　　　Ｊ－ＰＯＰを聞く年代ってもっと若いってイメージがあるんです

　　　　　　　　けれども、その割に読んでるって感じを受けました。時間的に

　　　　　　　　土曜日の１時なので若い方も聞いている時間帯ではあるんで

しょうけれども、緒方さんの話し方が落ち着いているので、私達が

　　　　　　　　聞いているぶんには無難に聞く事が出来て耳障りではないんです

けども、昔私達が深夜番組で聞いた様なああいうノリの良さっていう

　　　　　　　　のが無いので、はたしてＪ－ＰＯＰを聞いている様な年代の人達が

　　　　　　　　どんな風に聞こえるのかな？ちょっと物足りないのではないのかな

　　　　　　　　と思いました。実際、緒方さんの話し方を受け入れられている様な

　　　　　　　　年代の方はたぶんＪ－ＰＯＰを聞かないんじゃないかと思います。

　　　　　　　　

　

（荻生委員）　　私なりに感じた部分だけお話しますけども、これはトーク番組かと

　　　　　　　　思うと完全に音楽だけ聞かせる様な番組なんですね。それでこの

　　　　　　　　カセットデッキのせいなのかよく判らないんですけれども、非常に

　　　　　　　　録音状態が良くない。高音が割れていて普通に演奏を聞くにも非常

　　　　　　　　に聞き辛い。特にその音を絞ってナレーションに入ると余計に酷く

　　　　　　　　感じてしまう。もしこれで音楽を聞かせるんだったらとても耐えられ

　　　　　　　　ないんじゃないかなと思います。カセットデッキのせいかなと思った

　　　　　　　　んですけども・・・高域が非常に割れておかしい状態でした。これは

　　　　　　　　多分この機械のせいじゃないかなと思います。

　　　　　　　　それとナレーションのエコーのかかった音とが上手く交じらない。

　　　　　　　　話しの芯が出て来ない。一生懸命聞こうと思ったんですけど割れた

　　　　　　　　音が気になってとても聞く気になれない。耳の中で２つの違う音が

　　　　　　　　かき回されている様でちょっと不快でした。音楽番組なんですから

　　　　　　　　やはり録音状態が良いものにして欲しいです。実際に車で聞いたり

　　　　　　　　すれば全然イメージが違うんでしょうけども、今聞いた状況では高域

　　　　　　　　が割れていて非常に聞き辛い音でした。やはりまず綺麗な声で綺麗な

　　　　　　　　音で聞かせて頂く事が一番良いのではかなと思います。話している

　　　　　　　　声と音楽がマッチングしてこない・・・非常に複雑な思いで聞いて

　　　　　　　　居りました。

（千野委員）　　まあ、ただ聞いている分には緒方さんはそんなに癖もなくて、車で

　　　　　　　　聞くにはちょうどいいのかなという感じで聞いてました。緒方さんは

　　　　　　　　落ち着いて話される方だからちょっとこういう番組をやられている

　　　　　　　　のは合わないという感じはしたんですけどもね。

先程も言われましたようにこのベストテンというのは順位が分かり辛い感じがしました。途中に順位とは関係の無い曲が色々入ってくるものですから、順位がさっぱり分からなくなってしまいまいた。

　　　　　　　　それとあとパーソナリティの緒方さんがお薦めというか、一押しの曲

　　　　　　　　を紹介するという様な感じの事をやってくれると良いかなと思い

ます。そうすれば彼女なりの色が出てくるのではないかと感じました。

　　　　　　　　

　

（清水委員）　　土曜日のこの時間帯っていうとリスナーは若者が多いのかなと、番組

　　　　　　　　を編成する上で市場調査されているでしょうから、そうなのかなと

　　　　　　　　いう気がします。この番組は車に乗っていて聞いている分には違和感

　　　　　　　　は無いと感じます。車に乗っている時は聞こうと思っている番組でも

　　　　　　　　聞き逃してしまうんですね。ニュースなんかも聞こうと思ってかけて

　　　　　　　　いるんですけれども、他に意識が行ってしまうのか聞き逃してしまう

んですね。こういう場で改めて聞くと細かい部分も色々見えて来るん

　　　　　　　　ですけどもね。

　　　　　　　　土曜日のこの時間帯でもし自分が車を運転しながら聞いていたらと

　　　　　　　　気持ちを設定して聞いていたんですけど、そういう風に設定すると

　　　　　　　　あまり違和感が無かったと感じました。良いとか悪いとかっていう

　　　　　　　　事ではないんですけどね。

　　　　　　　　若者にとってはドライブしながら聞くには丁度良い番組と思います。

　　　　　　　　

　　　　　　　　

（佐藤）　　　　本日は貴重なご意見ありがとうございました。

　　　　　　　　

６．審議会での意見についてとった措置について

　　各委員からの意見や感想のついては今後の自主制作番組作りに生かし、より良い

　　番組作りをする検討材料とするようにした。

７．審議会の内容の公表

　　　弊社ホームページにて公表する。

　　　次回の番組審議会は平成16年9月7日（火）ＰＭ６：００より行う。

